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「傘かしげ」

「傘かしげ」とは、雨の日に人と人がようやくすれ違えるような狭い路地を歩いていて

向こうから同じように人が来た時に、すれ違いざまに互いの傘を外側に傾け、まるで申し

合わせたかのようにぶつからずにすれ違うしぐさです。

、 。百万都市・江戸は 言葉も習慣も異なる人々が全国から集まった異文化のるつぼでした

江戸のリーダーたちは、江戸がいつまでも平和で争いやいじめが起きないようにするには

どうしたらよいか真剣に考え、人付き合いの心構えをその具体的な行動に示していきまし

。 、 、「 」た やがて みんなが見よう見まねでそのようなしぐさをするようになり 江戸しぐさ

となっていきました 「傘かしげ」もその１つです。。

「江戸しぐさ」の根底には、自立した人々が対等にいきいきと誇りをもって生きていく

精神が築かれており、この精神は現在、あちこちで話題を広げています。
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